
 
 
 

大学改革この１年 
－広島大学の改革の歩み（平成１７年６月以降の取組を中心に）－ 

 
 

 
                       ※理念５原則の一つ 

－豊かな人間性を培う教育－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



◎ 大学の改革に向けての取組 
☆ ２１世紀の広島大学像マスタープラン（平成 12 年 6 月）に基づいた改革の推進 
☆ 長期ビジョン（平成 15 年 1 月）に添った計画の遂行 

○ 到達目標：世界トップレベルの特色ある総合研究大学 
○ 戦  略：到達目標達成に向けて長期ビジョンを３段階の行動計画として提示 

☆ 大学運営の基本方針（平成 15 年 7 月）の徹底 
○ 目標に向けた進歩を促すようなトップマネジメント体制の整備  
○ 室・部局・センター等の組織における自律的運営を促すためのPDCA（Plan-Do-Check-Action）サ

イクルの仕組みの導入 
○ 全ての構成員による，大学運営ビジョン，基本的な考え方及び情報の共有化（ビジョン共有型運営） 

☆ 国立大学法人広島大学の設立（平成 16 年 4 月）を機に「発展を続ける偉大な大学」に飛躍させるべく，

さらなる改革の推進 
☆ 大学運営改革プラン(平成 17 年 5 月)に沿った取組の推進 

○ 意思疎通・情報共有のための対話（実施中） 
・学長による学科・専攻等巡り 
・学長オフィスアワー 

○ 情報発信の工夫 
・ステークホルダー毎の新広報誌の発刊（『HU-style』(学生向け)，『HU-information』(職員向け) 
 『広島大学だより』(保護者向け)） 
・重点的広報誌の新規作成（『大学院パンフレット』『広島大学案内（簡易版）』） 
・大学オリジナルグッズの開発（広大マーク入りのネクタイ，カレンダー，シールなど） 

○ 大学運営支援体制の整備 
・役員会の下に大学運営支援体制検討部会及び大学病院運営支援体制検討部会の設置（平成 17 年 6
月） 
・各組織でのPDCA の確立などのため「業務の改善について」を提案（平成 18 年 2 月） 
・業務組織の見直し等について（平成 18 年 2 月）に基づく組織整備の実施（平成 18 年 4 月） 

☆ 学長の諮問機関として将来構想部会と平和希求部会を置くビジョン委員会を設置（平成 17 年 10 月） 
  ・平和希求部会から『平和を希求する精神』の実現について答申（平成 18 年 2 月） 
 

◎ 組織運営面での取組 

☆ 入学センター大阪オフィスの開設（平成 17 年 12 月） 
☆ 企画会議の下に教育研究組織検討ＷＧを設置（平成 17 年 9 月） 
☆ 企画会議の下に教員養成の在り方検討ＷＧを設置（平成 17 年 9 月） 
  ・「広島大学における教員養成の在り方について」提言（平成 18 年 3 月） 
☆ 総合科学部を基礎とする「総合科学研究科」の設置（平成 18 年 4 月） 
☆ 薬学教育の改善に伴う医学部総合薬学科を改組した「薬学部」の設置（平成 18 年 4 月） 
☆ エコミュージアムの考え方を取り入れた「総合博物館」の設置（平成 18 年 4 月） 



◎ 教育・学生支援面での取組 
☆ 到達目標型教育を実現するための教育プログラムがスタート（平成 18 年 4 月） 
☆ 授業時間帯の変更により昼・夜間主コース授業時間の連続性の確保（平成 18 年 4 月） 
☆ 優秀な学生への新しい奨学制度「ｴｸｾﾚﾝﾄ・ｽﾁｭｰﾃﾞﾝﾄ・ｽｶﾗｼｯﾌﾟ」の導入（平成 18 年 4 月） 
☆ キャンパス間遠隔双方向授業設備による 3 キャンパス（東広島・霞・東千田）の授業の受講が可能（平

成 18 年 4 月） 
☆ 医学部・歯学部・薬学部附属医療人教育開発センターの設置（平成 18 年 4 月） 
☆ ハワイ大学での 3 週間の海外語学研修がスタート（平成 17 年 7 月） 
☆ 特色ある大学教育支援プログラム：平成 17 年度 1 件採択 
☆ 大学・大学院における教員養成推進プログラム：平成 17 年度 1 件採択 
☆ 「魅力ある大学院教育」イニシアティブ：平成 17 年度 2 件採択 
☆ 大学教育の国際化推進プログラム（海外先進教育実践支援）：平成 17 年度 1 件採択 

 

◎ 研究面での取組 
☆ 21 世紀COE プログラムなどの特色ある優れた研究活動の全学的支援の強化 
☆ 広島大学出版会から第 1 号の出版物として「フランス中世の文学」の刊行（平成 17 年 6 月） 
☆ 半導体回路モデル「HiSIM」の世界標準化に向け，「HiSIM センター」の設置（平成 17 年 10 月） 
☆ ナノスケールにおける「すきまの科学」という新しい領域を開拓・発展させるため「先進機能物質研究セ

ンター」の設置（平成 18 年 4 月） 
☆ 自然科学研究支援開発センターの改組・拡充（平成 18 年 4 月） 
☆ 宇宙科学センター附属東広島天文台の完成に伴い，口径 1.5m 反射望遠鏡の稼働（平成 18 年 5 月） 

 

◎ 地域社会との連携協力面での取組 
☆ コーディネーターの配置による社会連携の推進（東京リエゾンオフィス） 
☆ 民間企業等との包括的に研究協力の連携強化 

サタケ，バブコック日立，日本政策投資銀行，日本ハム（株）中央研究所 
☆ 新たな包括研究協力の覚書締結（平成 17 年 6 月～） 
   広島県・産業廃棄物協会，国立天文台，常石造船，海洋研究開発機構，放射線医学総合研究所，国際

協力機構，呉市，国土交通省中国地方整備局 
☆ 本学相撲部をモデルにした映画『ちゃんこ』の撮影，平成 18 年 3 月より全国ロードショー 

 

◎ 診療面での取組 
☆ 病院の中央診療施設等を対象に ISO9001（品質マネジメントシステム）の認証取得（平成 17 年 12 月） 
☆ 病院附属がん治療センターの設置（平成 18 年 3 月） 

 ☆ 東広島歯科診療所の設置（平成 18 年秋頃予定） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※表紙は，教育・学生生活（本学ＨＰ）→教育プログラムのＨＰから 

http://www.hiroshima-u.ac.jp/prog/index.html 

建学の精神（昭和 24 年 5 月） 

○ 自由で平和な一つの大学 

理念５原則（平成 7 年 10 月） 

１．平和を希求する精神 

２．新たなる知の創造 

３．豊かな人間性を培う教育 

４．地域社会・国際社会との共存 

５．絶えざる自己変革 
 

学長室 企画・評価Ｇ

平成 18 年 5 月 作成 


